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光慧祭が終わり、進路関係の資料をまとめて配布しました。光慧祭中は配

ってもどうせどっかにいっちゃうかなと思い、自重していました（笑）。参

考になるものが多いので、この通信をよく読んで有効に利用しましょう。

明日から全校一斉の学習時間調査を1週間行います。用紙は帰りのSHRで配布予定です。記入方法

に注意して、毎日の学習時間を記録してください。なるべく早く統計処理して家庭学習の様子を皆さん

にお知らせできるようにしたいと思います。今後、年に4回実施し変化も見ていきたいと思いますので、

正確な記入をよろしくお願いします。

テレメール進学カタログは、大学のパンフレットなどを取り寄せるのに便利なカタログです。大学受

験の時に願書を請求するのも、多くの生徒がこのテレメールを使います。（今はWeb出願が主流なので、

紙の願書の取り寄せはだいぶ減るでしょうが…）一度どこかの大学のカタログを請求して、個人情報を

登録しておくのもいいかもしれません。なお、学校で紹介するのは信頼度の高い業者ですが、今後これ

らの登録はすべて各自の責任でお願いします。また、このカタログは必要な時期ごとに配布されるので

とっておく必要はありません。

今回のカタログの特徴は、オープンキャンパス情報が一覧になっていることです。大学のオープンキ

ャンパス（多くの大学が夏休みに実施する）への参加は１・２年生が主流です。本校では、2年生は夏

休みにいくつかの大学への参加を必須にしています。１年生は強制ではありませんが、時間があるので

あればいくつかの大学に行ってみることをお勧めします。注意事項は、多くの国立大学で事前予約制を

採用していることです。例えば、筑波大学はWeb予約を6月15日(金)正午から開始します。すぐに埋

まってしまうので注意が必要です。群大も医学部医学科（２・３年生対象ですが1年生も申し込めます）

は早く埋まります。申し込みは6月下旬となっています。詳細は各大学のホームページで確認してくだ

さい。また、参加する場合はなんとなく参加ではもったいないので、本カタログの最終ページにある用

紙を利用して、有意義なものにしましょう。

注意：大学のパンフレット入手／オープンキャンパス参加登録

／（3年生になって）願書の入手・出願などはすべて個人

の責任で行います。学校は情報を流すなどのサポートをす

るだけです。



6月30日（期末の次の日）は初めての進研模試です。詳しくは明日の学年通信で通知します。進研

模試の目安になるのがこの「合格ライン」です。大学・学部ごとに昨年の合格者が現役時代の進研模試

でどのくらいの偏差値をとっていたのかがわかります。参考にしてください。

ちなみに過去3年間の前女1年7月進研模試の平均点数と全国の平均点数を載せておきます。問題の

難易によって平均点は変化するわけですが、皆さんとしては偏差値より点数の方が参考になるでしょう。

「マナビジョン」はBenesseが運営する、高校生向け進路進学情報サイトです。スマホからもパソ

コンからもアクセスできます。いろいろな情報を調べることができるので、一度見てみるとよいでしょ

う。その中に「ポートフォリオ」というのと「進研模試デジタルサービス」というのがあります。この

２つを利用するための「学校コード・ログインID」が配布したカードに書かれています。利用は強制

ではありませんが、今後必要になることもあるので、カードはなくさないでください。なお、氏名等の

間違いがある人は赤で訂正して担任の先生に渡して下さい。

○ポートフォリオ＝リーフレットを一緒に配布しました。ご存じのように、皆さんの学年から大学入試

が新しくなります。大学入試の調査書（俗にいう内申書）が変わるのに伴って、高校での活

動記録をデジタルで残していこうというのがポートフォリオの考え方です。しかし、具体的

に大学入試でどのように利用されるかは全く決まっていないのが現状です。単純に高校生活

の記録として利用するのもアリです。学校では現在「Japan e-Portfolio」（群大ではすで

に受験で利用することを表明しています）の利用について検討中です。マナビジョンポート

フォリオとも多少連携される（マナビジョンで入力したものが「Japan e-Portfolio」に一

部反映される）ようですが、利用はもう少し待ってみてもよいかもしれません。ただ、賞状

など、活動記録はなくさないようにしましょう。

○進研模試デジタルサービス＝リーフレットを一緒に配布しました。6月30日は初めての進研模試で

す。詳細は明日の学年通信。デジタルサービスは進研模試に付随したサービスです。志望校

を登録したり、目標を設定したり、学校から返ってくるより早く結果がわかったりします。（1

年生のうちは志望校登録はデジタルサービスでしかできません）この利用はオススメです。

注意：上記のようなサイトの利用は、始めてみると興味がわいてくるものです。そのためついつい時間

をかけ過ぎてしまうこともよくあります。受験において情報を得ること、自分を知ることはとても

大切なことなので、適度な利用はオススメですが、しっかり学力をつけることの方がはるかに大切

です。時間のかけ過ぎに注意して利用しましょう。


